
　

一
般
的
に
エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン
ト
は
権

力
、
権
威
、
強
さ
、
ま
た
は
自
信
を
得

る
こ
と
を
意
味
す
る
。
女
性
の
エ
ン
パ

ワ
ー
メ
ン
ト
と
は
、
個
人
と
集
団
の
精

神
的
、
社
会
的
、
政
治
的
、
お
よ
び
経

済
的
な
力
を
指
す
。
広
い
意
味
で
、
教

育
は
女
性
が
選
択
す
る
能
力
を
向
上
さ

せ
、
自
信
を
深
め
、
意
思
決
定
力
や
自

主
性
を
育
成
す
る
。

●
ス
リ
ラ
ン
カ
の
無
償
教
育
政
策

　

ス
リ
ラ
ン
カ
憲
法
（
一
九
七
八
年
―

第
一
二
条
）
は
男
女
と
も
に
平
等
の
権

利
を
保
証
し
て
い
る
。
従
っ
て
ス
リ
ラ

ン
カ
の
男
女
は
社
会
、
経
済
、
お
よ
び

政
治
に
お
い
て
法
的
に
（
教
育
権
な

ど
）
平
等
の
権
利
を
享
受
し
て
い
る
。

一
九
四
七
年
に
は
無
償
教
育
政
策
が
ス

リ
ラ
ン
カ
に
導
入
さ
れ
た
。
同
時
に
、

授
業
料
を
課
し
て
「
英
語
で
授
業
を
行

う
」
学
校
が
地
元
エ
リ
ー
ト
に
対
応

し
、
そ
の
土
地
の
言
葉
を
用
い
る
「
無

償
の
」
学
校
シ
ス
テ
ム
が
大
衆
を
引
き

受
け
る
と
い
う
階
級
に
極
端
に
結
び
付

け
ら
れ
た
そ
れ
ま
で
の
二
重
構
造
の
教

育
シ
ス
テ
ム
が
廃
止
さ
れ
た
。
ま
た
こ

の
政
策
は
「
ス
ワ
バ
ー
シ
ャ
」
す
な
わ

ち
母
語
政
策
を
学
校
シ
ス
テ
ム
に
取
り

入
れ
て
お
り
、
生
徒
は
自
分
の
「
母

語
」
で
教
育
を
受
け
る
こ
と
が
義
務
付

け
ら
れ
た
。
教
育
を
ス
リ
ラ
ン
カ
の
社

会
的
公
正
と
し
て
機
能
さ
せ
る
よ
う
に

す
る
こ
の
よ
う
な
教
育
政
策
は
、
男
女

平
等
を
大
き
く
実
現
す
る
道
を
開
い
た
。

　

本
稿
の
主
な
目
的
は
、
こ
う
し
た
無

償
教
育
政
策
に
よ
る
ス
リ
ラ
ン
カ
女
性

へ
の
エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン
ト
の
態
様
と
そ

の
効
果
を
解
説
す
る
こ
と
に
あ
る
。
一

九
四
六
年
以
前
は
教
育
が
無
償
で
は
な

か
っ
た
た
め
、
文
化
的
、
経
済
的
な
ど

の
理
由
か
ら
（
エ
リ
ー
ト
家
庭
の
極
め

て
少
数
の
女
性
を
除
く
）
大
部
分
の
女

性
に
は
正
規
の
教
育
機
関
へ
通
う
自
由

が
な
か
っ
た
。
ス
リ
ラ
ン
カ
で
は
根
深

い
男
女
を
め
ぐ
る
固
定
観
念
に
よ
っ
て

男
性
は
一
家
の
「
大
黒
柱
」
で
「
稼
ぎ

手
」
と
考
え
ら
れ
、
女
性
は
通
常
、
家

に
閉
じ
込
め
ら
れ
て
家
庭
内
の
役
割
を

担
っ
た
。
そ
の
た
め
大
半
の
親
は
娘
で

は
な
く
息
子
を
教
育
す
る
た
め
に
財
産

を
使
っ
た
。
さ
ら
に
娘
の
「
保
護
と
安

全
」
に
対
す
る
社
会
の
考
え
方
が
原
因

と
な
り
、
娘
を
正
規
の
教
育
機
関
へ
通

わ
せ
な
い
親
も
多
か
っ
た
。
し
か
し
、

一
九
四
七
年
の
無
償
教
育
政
策
、
す
な

わ
ち
「
カ
ナ
ン
ガ
ラ
改
革
」
以
降
、

（
貧
富
、
農
村
―
都
市
、
男
女
な
ど
い

か
な
る
社
会
的
区
分
を
考
慮
せ
ず
に
）

社
会
的
な
身
分
に
か
か
わ
り
な
く
、
グ

レ
ー
ド
1
か
ら
大
学
卒
業
ま
で
の
全
生

徒
の
教
育
費
全
額
を
ス
リ
ラ
ン
カ
政
府

が
負
担
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

現
在
、
ス
リ
ラ
ン
カ
で
は
教
育
は
国

費
で
賄
わ
れ
て
お
り
、
あ
ら
ゆ
る
段
階

に
お
い
て
無
償
で
提
供
さ
れ
て
い
る
。

教
科
書
と
制
服
も
無
償
で
す
べ
て
の
学

童
に
供
与
さ
れ
て
い
る
。
一
〇
三
九
〇

校
の
公
立
学
校
が
あ
り
、
学
校
総
数
の

内
の
少
数
（
七
・
六
％
）
が
私
立
学
校

で
あ
る
。
国
立
大
学
は
一
五
校
、
国
立

技
術
大
学
は
三
六
校
、
お
よ
び
職
業
訓

練
機
関
が
三
四
八
校
あ
る
。
一
九
七
〇

年
代
以
降
、
海
外
の
大
学
数
校
が
ス
リ

ラ
ン
カ
に
分
校
と
、
私
立
の
専
門
技
術

職
業
施
設
を
設
立
し
て
い
る
。
学
校
教

育
は
五
歳
か
ら
一
三
歳
ま
で
の
児
童
に

義
務
付
け
ら
れ
て
い
る
。
使
用
言
語
は

シ
ン
ハ
ラ
語
、
タ
ミ
ル
語
、
ま
た
は
英

語
の
場
合
が
あ
る
。
英
語
は
す
べ
て
の

学
校
で
第
二
言
語
と
し
て
教
え
ら
れ
て

い
る
。
生
徒
は
学
校
教
育
の
第
一
一
学

年
末
に
一
般
教
育
修
了
資
格
（
Ｇ
Ｃ

Ｅ
）
通
常
レ
ベ
ル
試
験
を
、
第
一
三
学

年
末
に
は
Ｇ
Ｃ
Ｅ
上
級
レ
ベ
ル
試
験
を

受
験
す
る
。
教
育
構
造
は
初
等
、
ジ
ュ

ニ
ア
・
セ
カ
ン
ダ
リ
ー
、
シ
ニ
ア
・
セ

カ
ン
ダ
リ
ー
、
大
学
、
お
よ
び
高
等
教

育
の
五
段
階
に
分
か
れ
て
い
る
。

●
教
育
に
お
け
る
男
女
平
等

　

公
立
学
校
と
大
学
卒
業
ま
で
の
無
償

教
育
の
平
等
な
利
用
は
、
ス
リ
ラ
ン
カ

に
お
け
る
男
女
平
等
の
実
現
に
顕
著
な

影
響
を
及
ぼ
し
て
き
た
。
ス
リ
ラ
ン
カ

の
識
字
率
が
全
体
で
五
七
・
八
％
で

あ
っ
た
一
九
四
六
年
に
、
女
性
人
口
の

僅
か
四
三
・
八
％
し
か
読
み
書
き
が
で

き
ず
、
男
性
人
口
の
識
字
率
七
〇
・

一
％
と
は
対
照
的
で
あ
っ
た
。
二
〇
一

二
年
ま
で
に
識
字
率
は
男
性
人
口
の
九

三
％
に
対
し
、
女
性
人
口
も
九
一
％
ま

で
上
昇
し
て
い
る
。
一
五
歳
か
ら
二
四

歳
ま
で
の
青
年
層
の
識
字
率
は
二
〇
一

二
年
で
九
九
％
で
あ
る
。
ス
リ
ラ
ン
カ

に
お
い
て
、
初
等
教
育
へ
の
男
女
の
就

学
率
は
九
四
％
で
あ
り
、
セ
カ
ン
ダ

リ
ー
教
育
で
は
女
性
が
六
一
％
で
男
性

が
五
六
％
、
お
よ
び
高
等
教
育
に
お
け

る
女
性
の
比
率
は
二
〇
％
で
男
性
は
一

一
％
で
あ
る
。
し
か
し
、
教
育
施
設
や

サ
ー
ビ
ス
の
供
給
で
の
格
差
と
、
特
に

離
村
、
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
地
域
お
よ

び
地
域
紛
争
の
影
響
を
受
け
る
地
帯
に

お
け
る
社
会
経
済
的
な
制
約
に
よ
っ
て

イ
ミ
ヤ
・
Ｍ
・
カ
マ
ラ
・
リ
ヤ
ナ
ゲ

女
性
、
教
育
、
お
よ
び
エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン
ト

―
ス
リ
ラ
ン
カ
女
性
の
経
験
―

ト
レ
ン
ド
・
リ
ポ
ー
ト
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教
育
の
機
会
が
奪
わ
れ
て
い
る
。
例
え

ば
、
製
茶
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
地
域
で

は
識
字
率
は
約
八
〇
％
で
あ
り
、
地
域

紛
争
の
影
響
を
う
け
る
地
帯
で
は
約
八

一
％
で
あ
る
。

　

セ
イ
ロ
ン
大
学
が
設
立
さ
れ
た
一
九

四
二
年
に
、
大
学
で
女
子
学
生
が
占
め

る
割
合
は
僅
か
七
％
で
あ
っ
た
が
、
二

〇
一
二
年
に
は
女
子
の
学
部
学
生
の
割

合
は
全
体
で
六
五
％
ま
で
増
加
し
た
。

こ
れ
は
主
に
母
語
に
よ
る
グ
レ
ー
ド
1

か
ら
大
学
卒
業
ま
で
の
無
償
教
育
に
よ

る
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
男
女
の
専
攻

課
程
に
関
し
て
い
え
ば
、
ま
だ
格
差
が

あ
り
、
こ
れ
は
世
界
的
に
確
認
さ
れ
て

い
る
。
二
〇
一
二
年
に
お
い
て
女
性
は

工
学
と
技
術
を
専
攻
し
て
い
る
者
の
僅

か
一
九
％
に
過
ぎ
な
い
が
、
社
会
科
学

で
は
七
四
％
が
女
性
で
あ
り
、
人
文
科

学
で
は
七
八
％
、
法
学
で
は
八
〇
％
、

農
学
で
は
六
五
％
、
医
学
・
歯
学
で
は

五
六
％
、
獣
医
学
で
は
五
八
％
、
建
築

学
と
物
理
学
は
両
方
で
四
八
％
、
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
工
学
で
は
四
一
％
が
女
性
で

あ
っ
た
。
一
般
教
育
に
お
け
る
男
女
同

権
の
達
成
と
は
対
照
的
に
、
大
学
で
の

科
学
技
術
課
程
に
お
け
る
男
女
の
不
均

衡
は
主
と
し
て
ス
リ
ラ
ン
カ
に
浸
透
し

て
い
る
男
女
を
め
ぐ
る
伝
統
的
な
固
定

観
念
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

　

学
校
教
師
の
八
五
％
が
女
性
で
あ
る

が
、
セ
カ
ン
ダ
リ
ー
の
レ
ベ
ル
で
は
女

性
は
僅
か
六
四
％
に
過
ぎ
な
い
。
校
長

で
女
性
が
占
め
る
割
合
は
二
四
％
で
あ

り
、
そ
の
大
半
が
女
子
校
の
校
長
で
あ

る
。
ス
リ
ラ
ン
カ
の
大
学
の
教
員
で

は
、
女
性
教
授
は
極
め
て
少
な
く
僅
か

一
二
％
程
度
に
止
ま
る
。
大
学
で
の
教

授
職
や
理
事
職
の
幹
部
に
な
る
と
、
医

務
部
長
や
図
書
館
長
な
ど
の
役
職
を
除

い
て
男
性
が
依
然
と
し
て
優
位
に
立
っ

て
い
る
。
こ
れ
ま
で
ス
リ
ラ
ン
カ
に

は
、
女
性
で
は
二
名
の
大
学
副
総
長

（
コ
ロ
ン
ボ
大
学
）
と
九
名
の
学
部
長

し
か
い
な
か
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
ス
リ

ラ
ン
カ
の
高
等
教
育
機
関
に
お
け
る
女

性
の
経
験
は
、
主
に
様
々
な
負
担
や
男

女
を
め
ぐ
る
固
定
観
念
な
ど
の
社
会
文

化
的
な
壁
に
よ
っ
て
女
性
が
大
学
で
昇

進
す
る
の
は
難
し
い
こ
と
を
物
語
っ
て

い
る
。
し
か
し
現
在
、
大
学
助
成
委
員

会
の
委
員
長
は
史
上
初
め
て
女
性
で
あ

る
。
大
学
の
（
例
え
ば
教
務
係
補
佐
、

司
書
補
、
お
よ
び
会
計
係
補
佐
と
い
っ

た
）
中
堅
職
員
の
な
か
で
は
、
女
性
の

数
が
急
速
に
増
え
て
お
り
、
二
〇
一
二

年
に
は
約
三
二
％
に
な
る
。
さ
ら
に
上

級
講
師
以
下
の
若
手
の
教
員
の
な
か
で

も
女
性
の
割
合
は
急
増
し
て
お
り
、
約

三
九
％
と
な
っ
て
い
る
（
二
〇
一
二

年
）。

　

ス
リ
ラ
ン
カ
に
お
け
る
女
性
に
対
す

る
教
育
上
の
エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン
ト
と
無

償
の
健
康
政
策
の
結
果
、
女
性
の
身
体

的
な
生
活
の
質
は
、
産
婦
死
亡
率
や
平

均
寿
命
と
い
っ
た
指
標
で
明
ら
か
な
よ

う
に
急
速
に
改
善
し
て
い
る
。
世
界
男

女
格
差
指
数
レ
ポ
ー
ト
二
〇
一
三
年
版

に
よ
れ
ば
、
ス
リ
ラ
ン
カ
の
健
康
生
存

率
の
順
位
は
一
位
で
あ
る
。
二
〇
一
一

年
に
お
け
る
女
性
の
平
均
寿
命
は
七
八

歳
で
男
性
は
七
二
歳
で
あ
る
。
生
児
出

生
一
〇
〇
〇
あ
た
り
九
・
二
と
い
う
二

〇
一
二
年
の
乳
児
死
亡
率
は
先
進
国
の

多
く
に
匹
敵
し
、
こ
の
結
果
Ｕ
Ｎ
Ｉ
Ｃ

Ｅ
Ｆ
は
ス
リ
ラ
ン
カ
を
成
功
例
と
し
て

特
に
強
調
し
た
。
産
婦
死
亡
率
は
二
〇

一
〇
年
に
生
児
出
生
一
〇
万
あ
た
り
三

五
の
死
亡
へ
と
減
少
し
た
。
南
ア
ジ
ア

の
他
の
諸
国
と
比
較
し
て
ス
リ
ラ
ン
カ

の
五
歳
未
満
の
児
童
の
疾
病
率
と
死
亡

率
が
著
し
く
低
い
の
は
、
女
性
の
高
等

教
育
の
成
果
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
教

育
を
受
け
た
女
性
は
一
般
的
に
子
供
の

栄
養
、
家
庭
の
衛
生
状
態
や
教
育
な
ど

に
関
す
る
情
報
を
受
け
入
れ
る
。
そ
の

た
め
、
女
性
の
教
育
は
他
の
社
会
的
指

標
の
達
成
に
も
非
常
に
有
益
な
効
果
を

も
た
ら
す
。

　

ス
リ
ラ
ン
カ
女
性
の
平
均
結
婚
年
齢

は
二
四
歳
で
あ
る
。
女
性
の
約
六
七
％

が
い
く
つ
か
の
避
妊
法
を
使
っ
て
い

る
。
ス
リ
ラ
ン
カ
の
人
口
統
計
健
康
調

査
二
〇
一
〇
年
版
が
収
集
し
た
女
性
に

よ
る
自
己
収
入
の
管
理
と
家
庭
の
意
思

決
定
へ
の
参
加
に
関
す
る
デ
ー
タ
に
よ

れ
ば
、
女
性
の
九
〇
％
以
上
が
主
に
自

分
の
所
得
を
家
庭
で
使
う
際
に
重
要
な

決
定
を
下
し
て
い
る
。
妻
の
収
入
を
夫

が
管
理
す
る
割
合
は
、
高
等
教
育
を
受

け
た
女
性
（
三
・
九
％
）
よ
り
も
、
教

育
を
あ
ま
り
受
け
て
い
な
い
女
性
の
ほ

う
が
高
い
（
一
五
・
一
％
）。
こ
の
調

査
レ
ポ
ー
ト
は
、
家
族
の
福
利
に
関
す

る
所
得
管
理
の
面
で
ス
リ
ラ
ン
カ
の
女

性
が
家
庭
内
で
強
い
権
限
を
持
っ
て
い

る
と
結
論
付
け
て
い
る
。

●
経
済
的
エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン
ト

　

二
〇
一
二
年
の
ス
リ
ラ
ン
カ
の
労
働

力
調
査
に
よ
る
と
、
就
労
率
は
一
九
九

五
年
の
三
〇
・
九
％
に
対
し
て
三
四
・

九
％
で
あ
る
。
ス
リ
ラ
ン
カ
の
女
性
は

魅
力
あ
る
機
会
均
等
や
産
休
の
措
置
を

与
え
ら
れ
て
き
た
。
そ
れ
ら
に
よ
れ

ば
、
就
業
日
で
八
四
日
間
（
有
給
）、

要
請
が
あ
れ
ば
さ
ら
に
半
額
支
給
で
六

カ
月
お
よ
び
無
給
で
別
途
六
カ
月
の
産

休
が
ス
リ
ラ
ン
カ
の
女
性
に
認
め
ら
れ

て
い
る
。
ま
た
、
一
年
間
に
（
一
日
に

つ
き
）
二
時
間
の
授
乳
、
妊
娠
早
期
に

は
三
カ
月
（
朝
）
一
時
間
の
自
由
時

間
、
お
よ
び
出
産
前
に
二
週
間
の
休
暇

が
与
え
ら
れ
て
い
る
。
一
九
九
四
年
に

は
父
親
に
も
二
日
間
の
育
児
休
暇
が
認

め
ら
れ
た
。
公
共
部
門
に
お
け
る
賃
金

は
平
等
だ
が
、
民
間
部
門
で
は
依
然
と

し
て
男
女
間
で
賃
金
差
が
あ
る
。
女
性

は
ス
リ
ラ
ン
カ
の
外
貨
の
三
大
獲
得

源
、
す
な
わ
ち
衣
料
品
、
海
外
へ
の
出

稼
ぎ
、
お
よ
び
製
茶
業
に
お
い
て
労
働

力
の
大
半
（
約
七
〇
％
）
を
占
め
て
お
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り
、
Ｇ
Ｄ
Ｐ
と
国
の
全
般
的
な
発
展
に

重
要
な
貢
献
を
し
て
い
る
。
し
か
し
、

彼
ら
は
大
部
分
が
低
水
準
の
雇
用
条
件

の
下
で
雇
わ
れ
て
お
り
、
中
東
諸
国
へ

の
出
稼
ぎ
女
性
労
働
者
、
製
茶
プ
ラ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
や
衣
料
品
工
場
の
女
性
労

働
者
が
直
面
し
て
い
る
搾
取
、
セ
ク

シ
ャ
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
、
不
十
分
な

イ
ン
フ
ラ
設
備
、
お
よ
び
交
渉
力
の
欠

如
と
い
っ
た
問
題
は
深
刻
で
あ
る
。
女

性
の
失
業
率
（
七
・
九
％
）
は
男
性
の

四
％
の
倍
で
あ
り
、
な
か
で
も
大
卒
女

性
が
一
五
・
一
％
と
最
も
高
い
。
し
か

し
興
味
深
い
こ
と
に
、
旧
来
の
労
働
力

不
足
に
よ
り
製
茶
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

地
域
に
お
い
て
は
教
育
を
ほ
と
ん
ど
受

け
て
い
な
い
女
性
の
失
業
率
は
〇
％
で

あ
る
。
ス
リ
ラ
ン
カ
で
は
企
業
幹
部
へ

昇
進
で
き
る
女
性
の
割
合
は
五
・
三

八
％
で
あ
り
、
こ
れ
は
優
れ
た
社
会
教

育
指
標
が
ま
だ
職
場
で
女
性
が
高
い
地

位
に
昇
進
す
る
の
に
十
分
に
は
役
立
っ

て
い
な
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
そ
の

た
め
、
世
界
男
女
格
差
指
標
レ
ポ
ー
ト

に
よ
れ
ば
、
女
性
の
経
済
的
な
参
加
機

会
に
お
い
て
ス
リ
ラ
ン
カ
は
一
〇
五
位

と
い
う
極
め
て
低
い
順
位
に
あ
る
。

　

ス
リ
ラ
ン
カ
の
女
性
は
一
九
三
一
年

に
普
通
選
挙
権
が
与
え
ら
れ
、
ア
ジ
ア

諸
国
の
な
か
で
最
初
に
選
挙
権
を
得

た
。
一
九
六
〇
年
に
ス
リ
ラ
ン
カ
は
世

界
初
の
女
性
首
相
も
生
み
出
し
た
。
一

九
九
四
年
に
は
二
人
の
女
性
が
同
時
に

大
統
領
と
首
相
に
就
任
し
た
。
特
に
一

九
七
〇
年
代
以
後
、
女
性
の
影
響
力
を

背
景
と
し
て
機
会
均
等
、
セ
ク
シ
ャ

ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
と
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ

ク
・
バ
イ
オ
レ
ン
ス
の
防
止
、
妊
婦
給

付
金
な
ど
に
関
連
す
る
幾
つ
か
の
主
要

な
法
律
と
政
策
が
ス
リ
ラ
ン
カ
に
導
入

さ
れ
た
。
ス
リ
ラ
ン
カ
政
府
は
女
性

省
、
全
国
女
性
局
、
全
国
女
性
委
員

会
、
児
童
・
女
性
ポ
リ
ス
・
デ
ス
ク
、

海
外
就
業
局
な
ど
の
政
治
行
政
機
関
を

設
立
し
て
、
そ
う
し
た
法
律
や
政
策
の

実
施
に
重
点
を
置
い
て
い
る
。
ス
リ
ラ

ン
カ
で
は
マ
ヒ
ン
ダ
・
チ
ン
タ
ナ
二
〇

〇
四
（
現
在
の
大
統
領
の
政
治
方
針
）

が
、
将
来
的
に
す
べ
て
の
政
治
代
表
機

関
に
お
い
て
議
員
の
二
五
％
を
女
性
に

す
る
の
に
必
要
な
措
置
を
政
府
が
取
る

と
言
明
し
て
い
る
。

●
政
治
的
エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン
ト

　

世
界
男
女
格
差
指
標
は
女
性
の
政
治

的
エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン
ト
の
分
野
に
お
い

て
ス
リ
ラ
ン
カ
の
順
位
を
二
二
位
と
し

て
い
る
。
し
か
し
、
列
国
議
会
同
盟

デ
ー
タ
に
よ
れ
ば
、
議
会
で
の
女
性
代

表
が
一
九
七
〇
年
代
以
来
五
・
八
％
で

あ
る
た
め
、
ス
リ
ラ
ン
カ
の
順
位
は
一

二
九
位
（
一
八
九
カ
国
中
）
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
現
在
、
六
五
閣
僚
の
内
二
名

の
大
臣
と
二
名
の
次
官
し
か
女
性
は
お

ら
ず
、
九
名
の
州
知
事
の
内
、
女
性
は

僅
か
一
名
、
九
つ
の
州
議
会
の
州
首
相

の
な
か
に
女
性
は
い
な
い
。
州
議
会
で

は
（
議
員
の
）
四
・
〇
％
の
み
が
選
出

さ
れ
た
女
性
議
員
で
あ
り
、
県
議
会
で

は
三
・
九
％
、
村
議
会
で
一
・
八
％
と

な
っ
て
い
る
。
ス
リ
ラ
ン
カ
に
お
い
て

は
、
女
性
が
特
に
大
政
党
か
ら
選
挙
の

候
補
者
と
し
て
指
名
を
受
け
る
こ
と
は

困
難
で
あ
る
。
ま
た
女
性
は
荒
れ
た
政

治
文
化
に
特
に
対
処
す
る
た
め
の
政
治

経
験
が
少
な
く
、
政
界
幹
部
と
の
繋
が

り
を
築
く
機
会
も
乏
し
い
。
家
族
か
ら

の
支
援
も
僅
か
で
、
性
差
に
基
づ
く
社

会
化
の
故
に
自
信
が
な
く
、
男
性
に
比

べ
て
資
金
援
助
に
も
欠
き
、
手
本
と
な

る
人
物
も
い
な
い
。
そ
の
た
め
、
公
職

に
就
く
こ
と
は
一
般
的
に
伝
統
的
な

「
政
治
一
家
」
に
生
ま
れ
た
極
め
て
数

少
な
い
女
性
の
「
特
権
」
に
な
っ
て
い

る
。
従
っ
て
、
ス
リ
ラ
ン
カ
女
性
の
政

治
的
経
験
は
女
性
の
教
育
上
の
成
果
が

そ
の
政
治
的
な
エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン
ト
に

何
ら
顕
著
な
影
響
を
与
え
て
い
な
い
と

い
う
こ
と
を
明
確
に
示
し
て
い
る
。

　

し
か
し
、
行
政
職
に
お
い
て
は
女
性

の
割
合
が
増
加
し
て
い
る
。
官
省
に
は

七
名
の
女
性
事
務
官
が
お
り
、
地
方
事

務
官
の
な
か
で
女
性
は
約
二
〇
％
、
県

事
務
官
で
は
約
二
六
％
を
占
め
る
。
中

堅
レ
ベ
ル
で
は
女
性
の
参
加
が
急
増
し

て
い
る
。
人
民
銀
行
の
部
長
、
内
国
歳

入
庁
や
労
働
省
の
検
査
官
、
お
よ
び
大

学
助
成
委
員
会
の
委
員
長
と
い
っ
た
意

思
決
定
レ
ベ
ル
に
お
け
る
一
部
の
役
職

が
女
性
に
与
え
ら
れ
て
い
る
。
同
様

に
、
地
域
社
会
の
レ
ベ
ル
に
お
い
て
女

性
は
非
常
に
積
極
的
で
あ
り
、
葬
儀
扶

助
委
員
会
、
農
村
開
発
委
員
会
、
テ
ン

グ
熱
予
防
委
員
会
、
お
よ
び
村
の
社
会

福
祉
委
員
会
な
ど
の
地
域
社
会
組
織

（
Ｃ
Ｂ
Ｏ
）
の
メ
ン
バ
ー
や
役
職
者
の

大
半
が
女
性
で
あ
る
。

●
存
在
す
る
格
差

　

女
性
の
エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン
ト
は
広
範

な
争
点
を
含
み
、
女
性
の
法
的
、
社
会

的
、
経
済
的
、
お
よ
び
政
治
的
権
利
に

関
連
し
て
女
性
の
平
等
な
地
位
を
確
保

す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
文
脈
に
お
い

て
、
広
い
意
味
で
教
育
は
ス
リ
ラ
ン
カ

で
は
女
性
に
自
ら
の
潜
在
能
力
を
大
い

に
発
揮
さ
せ
る
力
を
授
け
る
有
力
な
手

段
と
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
態
度
の

問
題
、
特
に
男
女
を
め
ぐ
る
固
定
概

念
、
家
父
長
制
的
な
社
会
構
造
、
政
治

的
な
意
志
の
欠
如
、
お
よ
び
行
政
官
や

市
民
社
会
か
ら
の
支
援
不
足
に
よ
っ

て
、
法
的
な
保
証
と
、
特
に
意
思
決
定

と
女
性
の
政
治
的
エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン
ト

の
分
野
に
お
け
る
現
実
の
状
況
と
の
間

に
は
ま
だ
格
差
が
あ
る
。
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